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　本研究は情報を取得することによるイメージや態度の変化について、その変化の枠組みを構築することを
目的とする。その枠組とは、第一に取得した情報によっては高齢者への好悪感情が変化しないこと、第二に
取得した情報の整合性を持たせるように（整合的な解釈が行なえるように）個人的な意識や規範的意識が変
わるという （ 点のことである。本研究では「高齢者を取り巻く劣悪な環境」および「高齢者の認知機能的説
明」という二つの情報を与えた結果、主観・客観ともに「高齢者へのコミットメント」「高齢者への援助」
に対する意識が強まった一方で「高齢者への態度」に対する主観的な意識が下がったことを確認できた。こ
の事実を説明するために、情報によって感情や信念のすべてが変化するのではなく、むしろ情報を整合的に
解釈するための基礎として好悪感情を用いているとみなす方が合理的であることを示す。つまり好悪感情を
変化させない形で、取得した情報を解釈できるように信念を変化させていることを示した。

　The purpose of  this  study  is  to develop a  framework  to explain how people change  their beliefs 
about elderly people, or change their behavior  to  them, based on  information received. The proposed 
framework shows that positive or negative feelings towards elderly people do not change based on the 
first receipt of new information and that people try to change their beliefs  to preserve consistency  in 
their feelings. In this study, two pieces of information were supplied to research subjects. One related to 
the "worsening of the environment surrounding elderly people" and the other related to "an explanation 
of cognitive  functions  in elderly people". Some  interesting changes were observed  in the beliefs of  the 
research subjects. This study shows that  information  itself does not provoke changes  in partiality or 
the revision of beliefs.  It  is rational to consider partiality as a basis  for the revision of beliefs based on 
information. That is, people change their beliefs in order that their partiality remains unaffected.

キーワード：信念改訂, 高齢者イメージ, 情報取得, 好悪感情
Keywords：Revision of beliefs, Impressions of elderly people, Information received, Partiality

１．研究目的
本研究の目的は、私たちの信念の形成に対して情

報が持つ役割りを明らかにし、情報を取得することで
変化が起こる信念についてモデル化を行うことである。
　インターネットには偏見や差別的な言説が大量に
流通しており、これら言説によって私たちの考え方
が歪み、偏見を抱くようになるという見方がよくな
される。それゆえに虚偽情報やデマに代表される、

信頼性の低い情報にはアクセスしないことが正しい
態度であるとされる。このことには、私たちの信念
形成に対して情報が影響力を持つ（情報によって私
たちの考え方が変化する）という前提が存在してい
る。この前提について検証することが本研究の目的
である。もし情報が影響力を持つとするなら、それ
はいかにして、どの程度、何を原因として、何に影
響をもたらすのか、そしてもし影響力を持たないと
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するならそれはまたなぜかを明らかにするために、
情報の取得前後で起こる変化を観察することにした。
　具体的には高齢者に対して抱いているイメージや
偏見、ステレオタイプ等が、高齢者に対する情報を
取得することによって起こる考え方の変化を記録し、
そこで起こった影響を分類し、情報内容と信念の関
係をモデル化する基礎データとする。情報を取得す
ることで感情的側面、認知的側面のそれぞれに影響
があるという指摘が存在する。本研究では感情的側
面と認知的側面が持つ関係について考慮するため、
「高齢者に対する好悪感情」、「高齢化すること」、
「高齢者への援助」、「高齢者に対する態度」、「高齢
者に対するコミットメント」について取得した情報
による考え方の変化を計測した。

２．研究方法
本学の学生 （ 名を対象とし、情報の取得によって

変化する高齢者イメージを計測した。情報を取得す
る以前と情報を取得した後の高齢者イメージの変化
は、事前アンケートと事後アンケート＊１の比較から測
定し、その内容の変化を記録した。高齢者の情報は、
使用文献一覧に挙げている文献を題材とした。学生
にそれら文献の中から1-（冊を選択させ、まとめをレ
ポートとして作成させた。レポートの作成だけではす
べてのイメージの抽出が不十分だと予測できるため、
最後にディスカッションを企画した。ディスカッショ
ンの前にそれぞれのレポートを相互に読み上げるこ
とですべての学生と内容を共有させ、情報を均等に
した。ディスカッションを通じて、各学生がまとめ忘
れた老人についてのイメージや、他の学生の発表か
ら気づいた内容を拾い上げることで、それぞれが取
得した情報内容を網羅的に把握できるようにした。

文献のまとめは書籍の内容を全体的にまとめたも
のは求めず「書籍の特徴的な部分」「まとめた部分
についてのコメント」「発見したこと」の （ 点を記
述させた。事前・事後アンケートおよび協力者には
シリアル番号を付与し、信念の変化を追跡できるよ
うにしているが、シリアル番号と協力者とは結びつ
けずに匿名性を確保した上でデータを取得している。

文献のまとめやディスカッションの内容も記載し
たが、重複する内容もあるため老人イメージに関わ
る特徴的なもののみを掲載している。

　2.1　高齢者イメージ収集のスケジュール
本研究は（01（年10月に実施した。大まかなスケ

ジュールは下記の通りである。
・山口県立大学生命倫理委員会より承認を得ている

こと（承認番号（（-（0号）ならびに研究内容を説
明したのち、協力者には研究同意書への記入およ
び提出を依頼した

・ （ 名の協力者へ事前アンケートを行なった
・情報を取得する以前の高齢者イメージの記録を依

頼した
・アンケート実施後に 1 冊目の書籍を 1 − （ 冊選ば

せた。このときに選択した書籍は全員が異なった
ものとなっている

・ （ 冊目の書籍は 1 週間後に協力者へ渡した。（ 回
目は全員に同じ書籍を配布している

・事前アンケートから （ 週間後に事後アンケートを
行なった

・アンケート終了後に、書籍についてまとめた内容
の発表とディスカッションを行なった
これら協力者の作業が終了した後、協力者の作成

したレポートおよびディスカッション時に提出され
た高齢者イメージをまとめ、分析に用いている。

　2.2　アンケートで計測した内容
アンケートは、高齢化への印象、高齢者への態度

等ついて調査を行なった。高齢化への印象は （ つ
の項目で計測し、高齢者への態度等は1（の項目で計
測している。

　　2.2.1　高齢化への印象の調査
高齢化への印象は下記の項目について （ 段階で評

価させた。

１．あなたは老人を見かけたときにどのような印象
をもちますか

２．あなたは、あなたの家族や周囲の人が年をとっ
てゆくことについてどのように思いますか

３．あなたは自分自身が年をとってゆくことについ
てどのように思いますか

４．あなたが老人になるとあなたはどのように感じ
ると思いますか

５．これからの社会では老人はどのようになってゆ
くと思いますか

1. 内容は事前アンケートと同一にしている。
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1 , （ , （ については「とても好ましい」「どちらか
というと好ましい」「何も思わない」「どちらかとい
うと嫌だ」「とても嫌だ」の （ つを選択肢として提示
し、（ , （ については「幸せになる」「どちらかという
と幸せになる」「変わらない」「どちらかというと不幸
になる」「不幸になる」の （ つから回答させた＊（。こ
れら高齢化への印象について、「主観的」、「客観的」、
「好ましい」「幸せ」という分類で点数化した＊（。  

表1　高齢化への印象

主観的 客観的

高齢化への印象
好ましい/嫌だ 好ましい/嫌だ

幸福/不幸 幸福/不幸

　　2.2.2　高齢者への態度等の調査
高齢者への態度等については下記の項目で尋ね、

「とてもそう思う」「まあまあそう思う」「どちら
とも言えない」「あまりそうではない」「まったく
そうではない」の （ 段階で評価させた＊（。

これらの項目について、「 1 と （ 」「 （ と （ 」を
高齢者への援助、「 （ と （ 」「 （ と10」を高齢者へ
の態度、「 （ と （ 」「11と1（」に高齢者へのコミッ
トメントを表すものと解釈し下表のようにまとめた。
a〜fまでの項目は 1 〜 （ の数値で点数化し、情報の
取得前後によってそれぞれの数値の変化を測定した。

 1 ．通常、私は老人を世話する/世話すると思う
 （ ．通常、私は老人に財政的な助けをする/すると

思う
 （ ．通常、私は老人を尊敬する
 （ ．通常、私は老人の言葉を注意深く聞く
 （ ．通常、私は老人を喜ばせる
 （ ．通常、私は老人と持続的に接触する/会う
 （ ．通常、若い人たちは老人を世話しなければなら

ない
 （ ．通常、若い人たちは老人を財政的に助けなけれ

ばならない
 （ ．通常、若い人たちは老人を尊敬しなければなら

ない
10．通常、若い人たちは老人の言葉を注意深く聞か

なければならない
11．通常、若い人たちは老人を喜ばせるべきだ
1（．通常、若い人たちは老人と持続的に接触/会わ

なければならない

表2　高齢者への態度等

個人の意識 規範意識
高齢者への援助 a b
高齢者への態度 c d

高齢者へのコミットメント e f

2.3　取得した情報
内容については類似する記述を分類し下表 （ にま

とめている。表 （ は学生が任意に選んだ書籍の特徴
的な部分を抽出したものおよびそれらへの学生のコ
メントを含んでいる。

表3　一冊目の書籍から得た情報（付録Bを参照のこと）

老 人 の 孤 立

孤独死
関係的貧困
金銭的貧困
幸福度の低下

視 線 の 変 化 尊敬の対象
お荷物

高齢者と若者
の対立

貯蓄が多く消費しない高齢者
高齢者向けの政策が多い
介護労働環境の悪化
再配分が機能していない

高齢者への福
祉

老老介護
介護殺人
老人ホーム不足
劣悪なホーム環境
生活保護の受給拒否

そ の 他
高齢者の増加スピードが早い都市部
比較的裕福な地方の高齢者
少子高齢化の進行

表 （ の内容は、すべての学生が共通して読んだ書
籍からの特徴的な部分のまとめになっている。

表4　二冊目の書籍から得た情報（付録Bを参照のこと）

高齢者の精神
について

老人は実年齢よりも自分のことを若い
と思っていて「まだできる」という気
持ちで行動をする
基本ポジティブである。残された人生
を生きる上で重要な為、ネガティブな
感情は忘れやすい
年が増えれば増るほど主観年齢と暦年
齢の差が大きくなる
わがままな人が長寿なのは自律による
幸福感が高く保たれ、そのことが心身
によい影響を与えるから

（．両者とも低い数値が「好ましい/幸せ」を、高い数値が「好ましくない/不幸」を表している。
（．1 を高齢者に対する好悪感情、（を高齢者になることの客観的な印象、（を高齢者になることの主観的な印象、（を高齢者になることの主観的な幸福

感、（を高齢者になることの客観的な幸福感とした。
（．これら項目はGallois et al（1（（（）による「Filia Piety Scale」を応用したチョン・ミエの尺度（韓国老年学フォーラム編、PP. （（（-（（0）を活用した。

低い数値が「そう思う」を、高い数値が「そう思わない」を表している。
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高齢者の精神
について

悪口がきこえるのは人は自分の情報に
アクセスがはやいためである

高齢者の行動
について

自分の老いに適した生活をし行動する
ようになる
老いに適応することで発達していく
美容やアンチエイジングをする老人が
増え、外見、気持ちに若さがある

脳機能の衰え

「情報処理能力」のスピードが遅くな
るためにとる行動が多い
都合のよいことしか覚えていないこと
や高いプライドをもっている

そ の 他

老いてからは、外に出て人と会話した
り、自然に触れたり、新しいものに出
会ったりして、心を動かし、考え、知
的体験をすることはとても重要である
ご老人が老いていくということがわ
かっている。老いの過程の中で、孤独
や無力感が現代の社会がさらに深刻に
させているということもある
老人でない私たちでも老人になるとど
のようなことが起きるのかが分かる。
これから老人と関わることがあれば理
解し、敬っていくことが大事である
老人にとっては、衰えをカバーするた
めに、人に頼る自然な行動だとしても、
若者からは自己中心的だと思われたり、
想像するよりも若い行動をとるので
ギャップが生じる

これらの情報の取得の結果として起こった数値の
変化を次節で示すように解釈し分析を行なった。

３．分析
本節では取得した情報、情報取得前後での数値の

変化および、それらから推測されるだろう信念の変
化について、どのような情報を得た結果どのように
信念が変わったと考えられるのかについて結果を分
類する。次に情報と信念の変化を説明するための理
由を考察する。

まず、高齢化への印象（高齢者への好悪感情）が
情報の取得前後で変化するかを表 （ および表 （ にま
とめた＊（。

高齢化への印象では次のように分析を行なってい

る。事前および事後のアンケートの結果「主観的幸
福」について数値が下がった場合には「高齢者にな
ると幸福が増える」という解釈を行ない、「客観的好
ましさ」の数値が上がった場合には「高齢化を嫌だ
と感じるようになった」という解釈を行なっている＊（。

また高齢者への態度等も同様に分析を行なってい
る。事前アンケートで a の得点が 1 だった場合、高
齢者への援助を個人では行うという考え方をしてい
るとみなす。これが情報の取得後に （ 点になった場
合には、高齢者への援助を個人では行なわないとい
うように考え方が変わったと考えられる。また、規
範意識として高齢者への援助が事前では （ 点だった
ものが事後には 1 点になっていたとすると、高齢者
への援助は社会で行うべきだという考え方が強まっ
たことを意味すると考えられる。もしこれらの両方
の事態が発生したなら、高齢者への援助は個人では
なく社会で行うべきだという考え方に変化したと考
えることができる。

このときの情報が特定されることで、ある情報の
取得が高齢者への援助についての考え方を社会的援
助または私的援助のどちらかに変えたとみなすこと
ができる。これが数値の変化によって得られる一つ
のパターンとなる。

3.1　想定されるパターン
事前の a から事後の a への変化には （ パターン存

在する＊（ので、すべての項目を考慮した組み合わせ
としては（（（パターンが存在することになる。それ
ぞれのパターンについて、その変化を説明する理由
が存在する必要がある。前節で述べた例を用いれば、
「aの変化とbの変化」が「福祉政策寄り」を意味
すると理由づけられ、取得した情報による変化だと
みなすことができる＊（。同時に「高齢者へのコミッ
トメント」の数値が上がれば、高齢者を周辺化して
ゆく意識が強まったことを意味するだろうし、数値
が下がれば地域の中で高齢者へのコミットメントを
強めようという変化として解釈ができる。
　3.2　アンケートの分析結果

５．それぞれの値については検定を行ったが統計的な有意差は無かった。そのため今回の調査において取得できたデータについては、ありうる可能性
の一つとして取扱い、その場合の解釈に留めるものとする。

６．数値の上下については脚注 （ を参照のこと。
７．数値が上がる、変化しない、数値が下がるの （ つのパターンとなる。
８．同時にc〜fの変化も考えなければならない。このとき、他の項目と相関があると想定するならパターンはカテゴリー化され少なくなり、モデル化

がより行いやすくなることは明らかであるが、本研究ではサンプルが （ しかなく、想定されるパターンから数の隔たりが大きいため、項目間の相関
については分析を行なっていない。同様に、入力となる情報についても多くを集めることでカテゴリー化は可能であり、信念が改訂されるさいに想
定されるパターンはより少なくなると考えられる。
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　　3.2.1　高齢化への印象の変化
・高齢者への好悪感情は変化していない（（.（（→（.（（）
・高齢者への主観的な印象はほぼ変化していない

（Ⅰ）
・高齢者への客観的な印象の変化が起こっている

（嫌いな方向へ変化している）（Ⅱ）
・高齢者になることへの主観的な幸福感については

ほぼ変化していない（Ⅲ）
・高齢者になることへの客観的な幸福感については

変化が起こっている（不幸になる方向へ変化して
いる）（Ⅳ）

表5　事前アンケート

主観的 客観的

高齢者への印象
Ⅰ （.（0（1.0（） Ⅱ （.（（（0.（（）
Ⅲ （.（（（0.（（） Ⅳ （.（（（0.（（）

表6　事後アンケート

主観的 客観的

高齢者への印象
Ⅰ （.（（（0.（（） Ⅱ （.1（（0.（（）
Ⅲ （.1（（0.（（） Ⅳ （.00（0.（0）

グラフから明らかなように問（（あなたが老人に
なるとあなたはどのように感じると思いますか）の
項目が逆転しており、数値の変化は少ないが幸福に
なる方向へと変化している。これは全体的に否定的
な方向へ推移していることと逆の動きとなっている。

　　3.2.2　高齢者への態度等の変化
事前事後の比較から、ほとんどの項目で数値が下

がっていることから、老人への態度等は積極的な方
向へ推移していることがわかる。

表7　事前アンケート

個人の意識 規範意識
高齢者への援助 （.1（ （
高齢者への態度 1.（（ （.（（
コミットメント （.（1 （.（（

表8　事後アンケート

個人の意識 規範意識
高齢者への援助 （.（ （
高齢者への態度 （ 1.（（
コミットメント （.1（ （.（（

全体的にポジティブな方向へと変化しているが、
グラフからは問（-（と問（-（および問（-（が逆転して
いることが読み取れる。問（-（「通常、私は老人を
尊敬する」と問（-（「通常、私は老人の言葉を注意
深く聞く」、問（-（「通常、若い人たちは老人を財
政的に助けなければならない」はネガティブな方向
へと変化している。

　3.3　項目間の相関
高齢化への印象の変化について計測した数値の項

目間の相関を計算した＊（。
１．「問 1 と問 （ 」と「問 1 と問 （ 」が、事前アン

ケートでは正の相関であったが、事後アンケート
では負の相関へと変化している。

２．「問 （ と問 （ 」および「問 （ と問 （ 」について
事前アンケートでは相関が無かったが、事後では
共に同程度の相関が見られる。

３．「問 （ と問 （ 」では相関が無くなっている。
４．「問 1 と問 （ 」では相関が低くなっている。

４．考察
　4.1　高齢化への印象について

情報の取得により「高齢者への好悪感情」に変化

９．相関係数のデータは付録に掲載している。
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が見られないことが大きい。つまり今回取得した情
報では高齢者に対してもともと抱いていた感情に変
化がないことを意味する。また、客観的には高齢者
になることは嫌なことであり不幸になることという
ように考え方が変化している一方で、主観的には高
齢者になることは好ましくないが幸福であるという
ような信念が形成されている。

これは⒜「私が高齢者になることは好ましくない
が幸福にはなる」と考えつつ⒝「他の人々が高齢者
になることは好ましくもないし幸福でもない」と考
えていることを示している。

⒜については主観的な幸福度の向上が二冊目の書
籍より得られたからだと考えられる。同時に一冊目
の書籍からは、現在の社会状況においては高齢化す
ることによるデメリットが多いことを読み取り「好
ましくはないが幸福」という考え方につながったと
推測できる。相関係数を見てみると事前アンケート
の時点では、高齢化することの「好ましい/嫌だ」
と「幸福/不幸」という項目の数値は0.（（程度で
あったが、事後アンケートでは無相関となっている。
これは「好ましい/嫌だ」と「幸福/不幸」という概
念を連動して考え無くなったことを意味する。

⒝については、次のように解釈ができる。高齢化
することについての客観的な「好ましい/嫌だ」と
客観的な「幸福/不幸」は、事前アンケートの時点
では相関が無かったが事後アンケートでは中程度の
相関となっている。このことから第三者については
「好ましい/嫌だ」「幸福/不幸」が概念的に結びつ
いたことを意味する＊10。高齢化することについては
主観的・客観的な「好ましい/嫌だ」の相関は強い
ままである。

これらから、自分に関しては主観的な幸福度で高
齢化を評価し、第三者については客観的な幸福度で
高齢化を評価するということが読み取れる＊11。

高齢化することについて嫌悪感があるが、それは
取得した情報のほとんどが未来を悲観するものであ
る（高齢者を取り巻く環境の悪さである）からだと
推測できる。また高齢化するという機能的な説明や
主観的幸福度などの情報を同時に取得していること

で、高齢化自体が不幸であるという考えには変化し
なかったことも推測できる＊1（。

高齢化への印象については、情報が増えることで
概念同士の関係を分析し、また総合するなどの操作
が行なわれることに寄与しているが、好悪感情には
影響が無いことが示された。

4.2　高齢者への態度等について
高齢者への態度で大きい変化は⒞「高齢者への援

助を個人でも行うべきだ」という方向へ考えるよう
になった点である。高齢者への援助についての規範
意識に変化は認められず、全体的に援助意識が高
まったことを示す。「高齢者への援助」を構成する
（ つの項目別にデータを見てみると規範意識は、し
かしながら、世話はするべきだが財政的には手助け
をするべきではないというように判断が変わってい
る。

また⒟「高齢者へのコミットメントが、個人の意
識としても規範意識としても行うべきだ」という方
向に動いている。

これらの動きとは逆に⒠「高齢者への態度は個人
の意識としては低下しながらも、規範意識としては
行うべきだ」という方向に変化している。

⒞については、政府が財政難であることから高齢
者への社会的援助はプライオリティを下げ、その分
だけ個人で負担するというように意識が変化したと
考えられる。もし情報の取得により好悪感情が変化
したとするなら、このような信念の変化は起こりえ
ないだろう＊1（ことからも、今回の情報の取得による
好悪感情の変化は無いと判断することができる。

⒟については関係的貧困などの情報によって、高
齢者を孤立させるべきではないという判断につな
がったと考えられる。その一方で⒠については、高
齢者の認知機能や行為についての情報を得た結果と
してステレオタイプである「高齢者はうやまうべ
き」という判断を切り離すことができたと見ること
ができる。その一方で誰かがやらなければならない
という意識＊1（から社会で行うべきだという規範意識
が強まったと解釈できる。つまり高齢者を敬うこと

10．この変化の背景には一冊目の影響が大きく読み取れる。多くの書籍で高齢化と環境の悪化と不幸さの結びつきが述べられているためである。
11．主観的幸福度を元に判断するのであれば、高齢者の視点からすれば高齢者も幸福度は上昇すると予測できるはずだが、そのようには変化しておら

ず、幸福についての考察を進めるさいにこの変化は示唆的である。
1（．そのため、高齢化そのものが不幸であるような情報を取得した場合には、今回の研究結果とは異なった考え方になる可能性が考えられる。これは

今後の検討課題である。
1（．高齢者を嫌う感情を持っているのであれば、財政難という事実から個人の支出を増やすという方向には考えないだろう。
1（．⒟の変化。
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を個人から外部化するような変化が起こっている。
上記の変化は高齢者を取り巻く社会状況が「好ま

しくなく、不幸」であり改善が必要であるという信
念変化から起こっている。これは比較的フラットに
高齢者への好悪感情を有している人物にとっては、
高齢者が貧困の状態にあることを放っておけないと
いうように考えが変化しているからだとみなせる＊1（。
もし嫌悪感を感じている人々に同様の情報を提供し
た場合に、どのような変化になるのかは明らかでは
ない。

高齢者への態度についても、取得した情報の整合
性をとるように個人の意識や規範意識に変化が見ら
れる。つまり高齢化への印象と同様に、情報量の増
加によってそれら情報を整合的に解釈できるような
考え方を持つようになることを示している。

4.3　信念改訂を説明するモデル
上記の （ つの例から信念を改訂するモデルとして

推測できるのは、好悪感情を基礎とした情報の整合
性を保つように信念を変化させるという見方である。
情報によって感情や信念のすべてが同時に変化する
のではなく、むしろ情報を整合的に解釈するための
基礎として好悪感情を用いているとみなす方が合理
的な理解である。

これは当然のことだと思われるだろう。私たちに
はさまざまなバイアスがかかっており、自身の好悪
感情をもとにして情報を好意的に受け止めたり、批
判的に受け止めたりしているからである。むしろ極
めて日常的な心の理解に他ならないという具合に。
日常的な心の理解が正しいとするなら、問題は好悪
感情が変化するタイミングに絞られることになり、
これは今後の課題の一つである。

５．課題
書籍のみではなく、インターネット上で流通して

いる情報にも触れることで起こる変化を計測し、情
報と信念との関係を規定するための、より精緻なモ
デルを構築することが今後の課題である。本研究で
は、一定の考え方の変化を観察することができた。
だが対象者が少ないこと、対象者の抱いている高齢
者のイメージが比較的類似していること、高齢者へ
の好悪感情にも幅がないこと、取り扱った書籍が高

齢者に対する福祉という観点からの記述が多いこと、
高齢者への誤った事実などの情報が少なく、情報の
種類が偏っているといえる。また高齢者自体を否定
的に語る情報（高齢化自体を悪とするような情報）
も得ていない。このことから、情報の取得と信念の
変化の関係にも偏りが考えられるし、好悪感情の変
化についても計測できていない。

６．結論
本研究は情報を取得することによるイメージや態

度の変化について、その変化の枠組みを構築するこ
とを目的とした。その枠組とは、第一に取得した情
報によっては高齢者への好悪感情が変化しないこと、
第二に取得した情報の整合性を持たせるように（整
合的な解釈が行なえるように）個人的な意識や規範
的意識が変わるという （ 点のことである。そのため
本研究では、高齢者を取り巻く環境の悪化という情
報および高齢者の認知機能的という二つの情報を与
えることで、主観・客観ともに「高齢者へのコミッ
トメント」「高齢者への援助」に対する意識が強
まった一方で「高齢者への態度」に対する主観的な
意識が下がったことが明らかになった。この事実を
説明するために、情報によって感情や信念のすべて
が変化するのではなく、むしろ情報を整合的に解釈
するための基礎として好悪感情を用いているとみな
す方が合理的であることを示した。つまり好悪感情
を変化させない形で、取得した情報を解釈できるよ
うに信念を変化させている可能性を示した。
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付録A 集計結果
高齢化の印象の数値

問1 問（ 問（ 問（ 問（
事前 （.（（ （.（（ （.（ （.（（ （.（（
事後 （.（（ （.1（ （.（（ （.1（ （

t検定p値 1 0.（（（ 0.（0（ 0.（（（ 0.（（1

高齢者への態度等の数値

問（-1 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-（ 問（-10 問（-11 問（-1（
事前 （.1（ （.1（ 1.（（ 1.（（ （.（（ （.（（ 1.（（ （.1（ （.（（ （.（（ （.（ （.（（
事後 （.（（ （.（（ （ （ （.（（ （ 1.（（ （.（（ 1.（（ （ （.（（ （.1（

t検定p値 0.1（（ 0.（（（ 0.（（1 0.（（（ 1 0.（（（ 0.（（（ 0.（（（ 0.（（（ 0.（（ 0.（（ 0.（（（

事前・事後での高齢化への印象についての相関係数

事前 p値 事後 p値
問1と問（ 0.11（ 0.（（（ -0.（（（ 0.（（（
問1と問（ 0.（（（ 0.（（（ -0.（（（ 0.（（（
問1と問（ 0.（（ 0.1（ 0.（0（ 0.（（（
問1と問（ 0.（（（ 0.（（（ 0.（1（ 0.（0（
問（と問（ 0.（0（ 0.11（ 0.（0（ 0.111
問（と問（ -0.0（1 0.（（ 0.（（（ 0.（（（
問（と問（ -0.0（（ 0.（1 0.（（（ 0.（（
問（と問（ 0.（（（ 0.（（1 0.0（ 0.（（（
問（と問（ 0.（（ 0.（（（ 0.1（（ 0.（（
問（と問（ 0.（（（ 0.0（（ 0.（（ 0.0（（
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［（］鈴木大介『老人喰い』, ちくま新書, （01（．
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